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第４回 定 例 会
☜ 35議案等を審議

 令和3年度決算認定および関連議案11件◀

専決処分２件◀

  人事案件２件◀

 条例13件◀

 一般議案４件◀

補正予算２件◀

議員提出議案１件◀

新

規

条

例

議 案 第 86 号 入間市個人情報の保護に関する法律施行条例

議案第 91 号 入間市太陽光発電設備の適正な設置等に関する条例

一

部

改

正

条

例

議 案 第 84 号 入間市職員定数条例の一部を改正する条例

議案第 85 号
入間市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
を改正する条例

議案第 87 号 入間市手数料の特例に関する条例の一部を改正する条例

議案第 88 号 入間市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例

議案第 89 号 入間市消費生活センター条例の一部を改正する条例

議案第 90 号
入間市議会議員及び入間市長の選挙における選挙運動用自動車の使
用等の公営に関する条例の一部を改正する条例

議案第 92 号
入間市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定め
る条例の一部を改正する条例

議案第 93 号 入間都市計画事業土地区画整理事業施行規程の一部を改正する条例

議案第 94 号

入間市健康福祉センター条例の一部を改正する条例
　令和 5 年 4 月１日より受益者負担の適正化と施設の効率的活用を図るため、トレー

ニング室の使用料の改定等を行うものです。① 65 歳未満の使用料 1 回券を 400 円に、

65 歳以上の使用料 1 回券を 300 円に（令和６年４月１日以降は全年齢 400 円に）、②

障害者の使用料１回券を 100 円に、③シャワー使用料を１回 100 円に、④定期券を廃止、

⑤利用時間を１回２時間に、それぞれ変更します。また、利用時間の変更等も実施します。

議案第 95号

入間市体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例
　令和５年４月１日に中央公園のプールを廃止し、改修したテニスコートの通年使用を

始め、その使用料を改定する条例です。

　具体的には、① 50 メートルプールと児童プールの廃止、②テニスコートをクレーコー

トから砂入り人工芝コートに改修したことで、今まで冬季（12 月～ 2 月）休業してい

たテニスコートの通年使用の開始、③テニスコート使用料を基本となる 2 時間当たりで

600 円に、それぞれ改定するものです。

議案第 96号 入間市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

条　例

※色の付いた議案は賛否が分かれた議案となります。
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■賛否が分かれた議案等 表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員、欠は欠席の議員、退は退席の議員

議案等

番号
議案等の件名

自由民主党入間市議団
公明党
入間市議団

日本共産党
入間市議団

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

無
所
属
の
会

賛
　
成

反
　
対

議

決

結

果

等

横

田

淳

一

宮

岡

治

郎

小

島

清

人

紺

野

博

哉

鈴

木

洋

明

松

本

義

明

内

村

忠

久

古

仲

リ

カ

長

谷

川　

渉

双

木

小

百

合

大

野　

勉

吉

田

賢

一

池

畠　

司

永

澤

美

恵

子

金

澤

秀

信

向

口

文

恵

末

次　

正

安

道

佳

子

小

出　

亘

佐

藤　

匡

野

口

哲

次

細

田

智

也

市

長

提

出

議

案

69
令和３年度入間市一般会計歳入
歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3 認定

70 令和３年度入間市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3 認定

86 入間市個人情報の保護に関する
法律施行条例

○ ○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3 原案

可決

94 入間市健康福祉センター条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3 原案

可決

95 入間市体育施設設置及び管理条
例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3 原案

可決

96 入間市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例

○ ○ ○ ○ 議　　
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 18 3 原案

可決

議案等番号 議 案 等 の 件 名

市

長

提

出

議

案

71 令和３年度入間市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

72 令和３年度入間市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

73 令和３年度入間都市計画事業武蔵藤沢駅周辺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

74 令和３年度入間都市計画事業入間市駅北口土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

75 令和３年度入間都市計画事業扇台土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

76 令和３年度入間市水道事業会計の利益の処分について

77 令和３年度入間市水道事業会計決算認定について

78 令和３年度入間市下水道事業会計の利益の処分について

79 令和３年度入間市下水道事業会計決算認定について

80 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度入間市一般会計補正予算（第７号））

81 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度入間市一般会計補正予算（第８号））

82 人権擁護委員候補者の推薦について

83 人権擁護委員候補者の推薦について

84 入間市職員定数条例の一部を改正する条例

85 入間市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

87 入間市手数料の特例に関する条例の一部を改正する条例

88 入間市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例

89 入間市消費生活センター条例の一部を改正する条例

90 入間市議会議員及び入間市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例

91 入間市太陽光発電設備の適正な設置等に関する条例

92 入間市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の一部を改正する条例

93 入間都市計画事業土地区画整理事業施行規程の一部を改正する条例

97 市道路線の認定について（市道Ａ７６４号線）

98 入間市文化創造アトリエの指定管理者の指定について

99 入間市児童センターの指定管理者の指定について

100 入間市博物館の指定管理者の指定について

101 令和４年度入間市一般会計補正予算（第９号）

102 令和４年度入間市水道事業会計補正予算（第２号）
議員提
出議案 2 子ども医療費助成制度の創設を求める意見書について

令和４年12月定例会（第４回定例会）議決結果

■全会一致の議案等

《訂正とお詫び》前号№200の議決結果に議案69号から議案79号を掲載しましたが、令和4年9月22日から10月26日にかけて決算

 特別委員会において審査を行い、令和4年12月定例会において議決されました。お詫びして訂正いたします。
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 ※表またはグラフ中の数値は、表示単位未満四捨五入のため、　積み上げた数値とその合計値は一致しない場合があります。

令和３年度決算の内容をチェック

自主財源243億1920万4千円（54.0％）　依存財源206億9079万6千円（46.0％）

お金の

使い方
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その他の内訳

分担金及び負担金、使用料及び手数料、

財産収入、寄附金、法人事業税交付金、利子割交付金、

配当割交付金、環境性能割交付金、株式等譲渡所得割交付金、

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、

自動車取得税交付金、国有提供施設等所在市町村助成交付金、

地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

208億5,398万1千円
40.34%

1億3,904万3千円
0.27%

12億8,182万3千円
2.48%

15億9,531万円
3.09%

3億950万1千円
0.60%

27億9,890万8千円
5.41%

120億4,800万7千円
23.30%

33億9,495万円
6.57%

39億4,075万3千円
7.62%

53億3,551万6千円
10.32%

市税 繰入金 繰越金 諸収入 地方譲与税 地方交付税 国庫支出金 県支出金 市債 その他

市民１人あたり：14万 2,763 円

１世帯あたり：31万　919円

市税負担額

令和元年

令和２年

令和３年
令和３年度

歳入
総額516億9,779万3千円

自主財源249億6,374万6千円（48.3％）　依存財源267億3,404万7千円（51.7％）

　令和４年第３回定例会において、決算特別委員会に付託され、閉会中の継続審査としていた令和３年

度決算認定および関連議案については、令和４年９月２２日から１０月２６日にかけて審査を行いました。

　なお、審査の結果については、令和４年第４回定例会の開会日において報告され、討論と採決を行い、

すべて認定及び原案可決と決しました。

議会運営委員会・特別委員会

　議会運営委員会は、議会の運営に関する事項、議会の会議規則・委員会に関する条例等に関する事項、

議長の諮問に関する事項を所管しています。

　特別委員会は、必要がある場合に設置される委員会です。条例の定める出来事が起きた場合、または

議決が行われた場合に設置されます。現在、入間市議会では、基地対策特別委員会、公共施設最適化検

討特別委員会、決算特別委員会（決算審査期間のみ）が設置されています。

一般会計
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　令和３年度の決算について、市長から次のとおり概要報告がありました。

　市民のくらしと地域経済を支えるために国の交付金などを活用しながら、適切な時期に必要な支援が確実

に届くよう、市民や事業者に寄り添った事業を実施しました。

　令和３年度の一般会計歳入歳出については、差引額20億9,758万１千円となり、翌年度への繰越額8,665

万3千円を除き、実質収支額は20億1,092万8千円で決算いたしました。

令和３年度入間市特別会計決算一覧表

歳入 歳出
翌年度へ繰り 
越すべき財源

実質収支額　

国民健康保険特別会計 １４９億２, ４２９万８千円 １４７億５，６６８万２千円 ０円 １億６，７６１万６千円

後 期 高 齢 者 医 療 
特 別 会 計

１９億４，２２６万７千円 １９億３，３００万円 ０円 ９２６万７千円

介 護 保 険 特 別 会 計 １１７億４，６２７万１千円 １１１億　３８８万１千円 ０円 ６億４，２３９万円

武 蔵 藤 沢 駅 周 辺 土 地 
区画整理事業特別会計

１億２，８５５万３千円 １億２，４３１万円 ０円 ４２４万３千円

入 間 市 駅 北 口 土 地 
区画整理事業特別会計

８億８７３万円 ７億２，９７９万５千円 １，９９２万２千円 ５，９０１万３千円

扇 台 土 地 区 画 
整 理 事 業 特 別 会 計

４億８，０２７万３千円 ３億８，１６３万２千円 １，３５７万９千円 ８，５０６万２千円

実質収支額＝歳入−歳出−翌年度へ繰り越すべき財源
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（億円）

その他の内訳

議会費、 労働費、 農林水産業費、

商工費、 消防費、 諸支出金、予備費

68億8,514万2千円
13.88%

225億1,411万1千円
45.39%

45億9,291万3千円
9.26%

39億1,355万6千円
7.89%

48億9,743万3千円
9.87%

38億1,890万3千円
7.70%

29億7,815万4千円
6.01%

総務費 民生費 衛生費 土木費 教育費 公債費 その他

市民１人あたり：33 万 9,555 円

１ 世 帯 あ た り：73 万 9,507 円

令和３年度

歳出
総額496億21万2千円

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年４月1日現在　人口146,074人　世帯数67,072世帯

決 算

一般会計
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討

論

　討論の詳しい内容は、市ホー

ムページの「会議録検索」ペー

ジでご覧いただけます。（本定

例会の会議録は次回定例会開会

までに掲載する予定です）

令和 3 年度一般会計・特別

会計の決算について、各会

派が討論を行いました。そ

の概要について報告します。

日本共産党入間市議団 公 明 党 入 間 市 議 団

自由民主党入間市議団

　施政方針では「市民の暮らしと地域経済

を支えるために、国の交付金を活用しなが

ら、適切な時期に、必要な支援が必要な方

に確実に届くよう、市民や事業者に寄り添

った事業を実施した」とあるが入間市独自

での市民に寄り添った施策は、不十分であ

ったと言わざるを得ない。公共施設マネジ

メント計画による学校統廃合は、児童・生

徒の通学が厳しくなることが予想される。

保育所の統廃合は、子育て支援に逆行する。

行政改革第１期実行計画では、敬老祝い金

の削減、シルバータクシー券の廃止、難病

者への福祉手当削減など住民サービス削減

が行われてきた。学童保育事業に関しては、

民間委託が進められている。他市の事例で

は、民間委託された学童で、様々な課題が

生じている。コロナ禍での物価上昇、高齢

者医療費１割から２割への負担増、消費税

増税から市民生活を守ることを求めて反対。

　歳入は、市民税が減少する中、国の各種

給付金や臨時地方創生交付金による財政支

援が顕著。継続的な収納対策も一定の効果。

　歳出は、①各種証明書のコンビニ交付で

サービス向上と行政効率化②防災ハンドブ

ックの全戸ポスティングによる防災情報発

信の充実③補助金の活用で無線LANを活

用した博物館事業の展開④ひとり親家庭児

童学習支援で学習意欲の高まりや不登校・

引きこもり対策の強化⑤学校敷地内への移

転と公設民営方式により、藤沢北学童保育

室の保育環境の改善と待機児童の解消⑥屈

折検査機器導入で３歳児の視覚検査の精度

向上⑦西武地区体育館改修で防災拠点充

実、等を評価。令和５年度はこの30年間な

かった物価高騰から市民生活を守ることが

重要課題となる。アフターコロナの諸施策

と合わせ、「誰ひとり取り残すことのない」

入間市の実現に期待し賛成。

　歳入では、地方交付税や県税交付金は増

額となったものの、歳入の根幹である市税

は、個人市民税、固定資産税とも減収とな

った。感染症による市民生活への影響に配

慮しながら自主財源の確保に努力され、高

い収納率を維持できたことは評価できる。

　歳出では、感染症対策としてワクチン接

種を推進するとともに、市民のくらしと地

域経済を支えるための事業が多角的に実施

された。各種広報媒体を利用した情報提供

の実施、生活困窮者や子育て世帯に対する

給付金の交付、市内事業者への支援による

経済対策事業が実施され、特に、大型モニ

ター導入等によりICT機器を活用した教育

環境の充実が図られたことは評価できる。

　新型コロナウイルス感染症対策に追われ

た一年間であったと推察されるが、市長を

はじめ各部局職員の努力と創意工夫により

市民福祉の向上が図れたことに感謝し賛成。

一

般

会

計

特

別

会

計

一

般

会

計

討

論

一

般

会

計

討

論

一

般

会

計

討

論
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討  論

日本共産党入間市議団

公 明 党 入 間 市 議 団

自由民主党入間市議団

（国民健康保険特別会計）

　入間市は国保加入者の負担軽減のため行

ってきた法定外繰入金を平成27年度に5億

円減額し、平成30年度には2.5億円の減額を

行った。国保加入者は更なる高すぎる国保

税に苦しめられることになった。モデル世

帯のシミュレーションによれば、3人世帯で

所得202万円の場合、固定資産税なしで28万

2600円、固定資産税10万円で29万2600円、

4人世帯で世帯所得276万円の場合、固定資

産税なしで37万8600円、固定資産税10万円

で38万8600円もの負担となる。こうした世

帯は、現在のコロナウイルスによる痛手の

直撃を受けている。年金減額、消費税10％

などがただでさえ生活を直撃している。国

保世帯の限界を超える税を課していること

に反対。また、一時発行されていなかった資

格証明書が28件発行された。多くの自治体

が発行をやめている資格証の発行にも反対。

（国民健康保険特別会計）

　歳入は被保険者が減ったことにより減少。

歳出はコロナ禍の受診控えの反動で療養給

付費が増加となり、厳しい財政状況。財政

調整基金は、必要額の50％であり今年度の

税率改定は必要であったと理解する。

　コロナウイルス感染者に対する傷病手当

金の支給人数が２件から18件に増加したこ

とは周知に工夫をしたと評価する。糖尿病

性腎症重症化予防事業、高血圧受診勧奨事

業は一定の効果が出てきたが引き続きの努

力に加え、微量アルブミン尿検査の実施を

要望する。安定した事業の運営を図るため

には保険事業の適正化、保険給付費の抑制

努力が重要。レセプト点検の強化やＡＩシ

ステムの活用によるレセプト点検費用の削

減等コスト削減と共に保険者の健康のため

に人間ドック・特定健康診査の受診率向上

に向けた取り組みに期待して賛成とする。

（国民健康保険特別会計）

　令和3年度決算における国保税の収納率

は、現年度課税分で95.4％と、前年度から0.5

ポイント向上している。高水準の収納率の

持続は、税負担の公平性の確保はもとより、

コロナ禍での対応や関連部署との連携など

の努力の結果であると推察できる。また、

保険者努力支援制度交付金を含む特別交付

金が、１億9,646万６千円交付されているこ

ともこれまでの取り組みの成果であり、い

ずれも評価できる。歳出では保険給付費が

被保険者の減少に反して総額で増加となっ

たが、これは緊急事態宣言などの感染防止

対策期間が終了すると受診控えの反動から

受診が増大し、一人当たりの医療費を押し

上げたことが要因との事。今後も国の動向

を注視し、県と連携を図りながら地域医療

の確保を堅持しつつ、財政運営の健全化に

向け、一層努力されることを要望し、賛成。

　少子化が大きな社会問題になっているなか、

疾病の早期診断と早期治療を促進し、子育て世

帯の負担軽減を図ることを目的とする子ども医

療費助成制度は、子育て世代の強い要望である。

　自治体独自で実施されているが、地方財政の

中で大きな負担となっており、国の制度として

実施することにより地方自治体は安心して制度

を維持・拡充することが可能になる。

　よって、国において義務教育終了までの子ど

も医療費助成制度の創設を下記の通り強く要望

する。

記

１ 義務教育終了までの子ども医療費の所得

制限付き無料化を国の制度として実施す

ること。

２ 子ども医療費無料化を実施している自治

体に対する国民健康保険への国庫負担の

減額調整のペナルティを就学児について

も廃止すること。

特

別

会

計

討

論

特

別

会

計

討

論

特

別

会

計

討

論

子ども医療費助成制度の

創設を求める意見書
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一

般

質

問

松本　義明　議員

コロナ禍の地域経済

子育て支援

質　問　１． 家庭ごみの組成調査につい

て。２．組成調査の結果について。３．組

成調査の結果をふまえて。

環 境 経 済 部 長　１．家庭から排出される

可燃ごみ・不燃ごみの組成割合を分析し、

ごみの減量化・資源化施策の検討資料とす

るために実施した。２．資源化ができるも

のが多数混入していた。３．プラスチック

ごみの一括回収を予定している。また、雑

がみのリサイクル推進、食品ロスの削減な

どに取り組んでいく。

質　問　分別に対しての周知は。

環 境 経 済 部 長　リーフレットや冊子、ア

プリなどを利用して周知していく。

質　問　プラスチック・ビニールごみの一

括回収の回数を増やせないか。

質　問　コロナ禍の地域経済政策として、

事業者アンケートを反映させた施策を展開

していくべきでは。

環 境 経 済 部 長　アンケート結果をもとに

個別訪問、専門家の派遣、相談支援等継続

的な伴奏型支援を提供している。今後も誰

も取り残さない事業者支援を展開していく。

質　問　ウィズコロナの地域経済活性化策

として、先進的な技術やこれまでにないア

イデアを強みに社会課題の解決や新たな社

会価値を創造する「スタートアップ」事業

への支援を推進していくべきでは。

環 境 経 済 部 長　「スタートアップ」事業の

持つ新しい技術やアイデアを取り入れるこ

とで、既存の社会課題の解決や市内事業者

との連携による新規事業につなげていく。

「スタートアップ」事業として
採択された行動変容アプリ
「SPOBY（スポビー）」

質　問　コロナ禍の子育て支援として、子

育て世代を孤立させず適切な支援につなげ

ていく相談支援の強化を図るべきでは。

こ ど も 支 援 部 長　オンラインによる相談

環境を整備した。ひとり親家庭等が必要な

支援を受けられるよう相談体制を強化する。

質　問　ウィズコロナの子育て支援として、

より身近な地域で事業展開を図るべきでは。

こ ど も 支 援 部 長　学習支援を手法とした

居場所づくり事業について小学校区を基本

に市民団体への委託事業を推進していく。

環 境 経 済 部 長　まずは、週１回で様子を

みたいと考えている。

質　問　雑がみの混入減少のため、雑がみ

リサイクル袋を庁舎や支所で配布しては。

環 境 経 済 部 長　雑がみを分別してリサイ

クルしやすくなる。試験的に本庁舎や支所

で配布できるよう検討していく。

質　問　ごみ袋の有料化について

環 境 経 済 部 長　市 民 の 意 見 も 聞 き な が

ら、検討したい課題である。

【その他】ペアーレ埼玉について

吉田　賢一　議員

家庭ごみについて

ペアーレ埼玉について

無料アプリ
「入間市ごみ分別アプリ」
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一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

質　問　古い回線方式の３Ｇ回線が間もな

く終了するこの機会に、高齢者のスマホデ

ビューを補助金で応援できないか。

企 画 部 長　他市の事例を参考に研究する。

質　問　より充実したがん検診に向けて①

当市の胃がん・乳がん・子宮がん検診を、

国の指針（２年に１回）と異なる受診間隔

の１年に１回で実施している理由は。②乳

がん検診に現行のマンモグラフィー検査に

加え、超音波検査を隔年で実施することへ

の見解。③胃がん内視鏡検査の受診枠の拡

大を。④子宮頸がん検診で子宮体部細胞診

を実施する場合を市ＨＰ等に記載しては。

健 康 推 進 部 長　①胃部エックス線検査は

年１回でも可能。乳がん、子宮頸がんとも

に医師会との協議で「早期発見の重要性」
指針で定める市町村のがん検診の内容

（厚生労働省ホームページより抜粋）

から年１回の間隔で実施。②医師会と協議

し検討する。③適正な検診枠を検討する。

④医師の判断でハイリスク者に無料で実

施。市ＨＰで詳細を周知する。

質　問　子宮頸がんワクチンの積極的勧奨

が９年ぶりに再開。キャッチアップ制度も

開始。令和５年４月からは現行の２価、４

価ワクチンから９価ワクチンも使用可能に。

詳細情報を対象者へ個別通知できないか。

健 康 推 進 部 長　個別通知と未接種者への

再勧奨通知等で情報提供していく。

質　問　市民会館整備については、令和４

年度中に方向性の明確化を図ることを前提

に、従来の選択肢であった耐震改修、移転

新設、広域連携に加えて施設廃止の４つが

検討されている。方向性を決定する前に市

民意見を聴く機会を設けないのか。

市　長　これまでに十分意見を聴いている。

質　問　貧困の負の連鎖を止めるため、最

も必要かつ効果的な施策は、教育の支援で

ある。学校教育では分かりやすい授業を目

指し学習意欲の向上を図っている。

　市は、生活保護世帯を含む生活困窮世帯、

ひとり親家庭の中・高生を対象に教育支援

「アスポート事業」を委託により実施して

いる。計画にある小学生への拡張は。

福 祉 部 長　試験的に小学生を一人受け入 子どもの居場所「笑顔の広場」一覧

れている。今後、利用希望者が増える場合

には柔軟に対応を検討したい。

質　問　地域では、市民が学習支援を手法

とする子どもの居場所を開いている。対象

を経済的困窮に限定するものではないが、

貧困対策の役割を果たしている。現状と今

後の展開への期待は。

こ ど も 支 援 部 長　現在、一団体が６か所

で行っている。今年11月に行った運営事業

受託者の募集を契機として、各地域に子ど

もの居場所を根付かせたい。

野口　哲次　議員

市民会館整備

子どもの貧困対策

向口　文恵　議員

スマホ補助金・がん検診

９価ＨＰＶワクチン
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児童向け電子図書の拡充で、更なる活用が
期待される「いるまし電子図書館」

質　問　子ども時代の読書は、自尊心・自

己肯定感などの非認知能力を高める効果が

ある。本市の小中学生の読書の現状を問う。

教 育 長　小中学校での朝読書、学校図書

室での読書を行っている。

質　問　児童・生徒が持っているタブレッ

トも、朝読書で活用すべきでは。

教 育 長　今後、活用できるよう検討する。

質　問　学校図書館の蔵書の状況を問う。

教 育 長　充足率は全国平均を上回ってい

るが、古い図書が多く更新が課題。

質　問　学校図書館のＩＣＴ化の見解は。

教 育 長　コスト高や、児童向けコンテン

ツが少なく、早期の導入は考えていない。

質　問　中央図書館及び分館が提供する

「いるまし電子図書館」の状況は。

質　問　「ギフテッド」に対する教職員の

認識と理解について伺う。

教 育 長　誰一人取り残さない教育を推進

し、当該学年以上の学力を持つ児童生徒へ

は、自由度の高い学習を取り入れている。

　校長研修会では、不登校要因として優れ

た才能がある児童生徒が学校生活で困難を

きたしている事例紹介などで周知を始めた。

質　問　特定分野に特異な才能のある児童

生徒（ギフテッド）の判定を行っているか。 

教 育 長　判定を行う事は検討していない

が、特性が表れ周囲の環境に馴染めず困難

が生じた場合には、ウェクスラー式知能検

査を実施し適切な支援・指導を行っている。

質　問　保護者の理解を深めるための周知

について伺う。
「自転車安全利用五則」

（埼玉県警察ホームページより）

教 育 長　未就学児の保護者を対象に講座

を実施。今後も様々な要素や情報を盛り込

み、支援の充実を図る。

質　問　取り締まりが強化された自転車の

交通違反の指導状況と市民への周知方法は。

市 民 生 活 部 長　小学生から高齢者までを

対象に交通安全教室を実施。法改正の「自

転車安全利用五則」を市HPに掲載し、広

報いるま等でも幅広く周知。

【その他】リサイクルプラザ再生品等販売

事業について

教 育 長　現在のタイトル数は1,485。年間

100タイトルを追加する計画。今年度は臨

時交付金で1,000タイトルを追加購入する。

質　問　定額方式の児童向け電子図書の

サービスが拡大している。「いるまし電子

図書館」を活用して、子ども達の興味に沿っ

たコンテンツを拡充して利用促進を図るべ

きでは。

教 育 長　利用を広げる方策を検討する。

【その他】

レセプト点検のＩＣＴ化で事務の効率化を

古仲　リカ　議員

ギフテッド・リサイクル

自転車の交通違反

末次　正　議員

電子図書を活用して

読書活動の推進を
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一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

質　問　公立中学校の制服購入に係る費用

は比較的高額であるが、市内の現状は。

教 育 長　夏服と冬服を併せた制服一式の

平 均 価 格 が、 男 子 は57,643円、 女 子 は

77,762円。

質　問　参考価格でもいいので、早く知ら

せるような仕組みをつくることは可能か。

教 育 長　検討していく。

質　問　公正取引委員会が行った「公立中

学校における制服の取引実態に関する実態

調査」で、公正な競争の確保等が必要と報

告されている。特定業者への独占的な発注

を防ぐ為の見積もり合わせは行っているか。

教 育 長　見積もり合わせは行ってない。

質　問　公正取引委員会の調査結果から

も、学校に対して見積もり合わせやコンペ

等が、求められている。今後も考えないのか。

教 育 長　検討していく。

質　問　パートナーシップ・ファミリー

シップ宣誓制度について①ダイア５市の連

携は。②一方が市内在住で、パートナーが

仕事の都合等で他市にいる場合も宣誓制度

を利用できるよう幅を広げる考えはないか。

市 民 生 活 部 長　①協定を結ぶ調整をして

いる。②本市の要綱について、パートナー

の一方が市外在住の場合でも制度利用でき

るよう、住所要件を変更できないか検討中。　

【その他】コロナ禍における自死対策

質　問　文化としての狭山茶とは。

教 育 長　お茶の伝来に始まる歴史、栽培

や品種改良、茶道具、喫茶習慣などを文化

として捉え、文化振興に努めている。

質　問　「煎茶道狭
きょう

山
ざ ん

流
りゅう

」に関する展示と

か、講座のようなイベントの企画は可能か。

教 育 長　将来的に常設展示室内での「特

集展示」などの開催を検討していきたい。

質　問　狭山茶の消費促進や販路拡大は。

環 境 経 済 部 長　国内需要のほかインバウ

ンドにも働きかけ、狭山茶の消費促進や販

路拡大を進め、入間市の茶業振興を図る。

質　問　市内における子ども食堂の活動は。

こ ど も 支 援 部 長　１９か所が確認されて

おり、「こども食堂ネットワークいるま」

が物資や金銭面の運営支援を行っている。

質　問　フードドライブ、フードバンク、

フードパントリーとは。

福 祉 部 長　フードドライブとして家庭や

企業から寄付していただいた食料品をフー

ドバンクに集め、フードパントリーを通し

て必要な世帯に配布されている。

質　問　パワーハラスメント等の未然防止

対策と起きてしまった時の対応は。

総 務 部 長　研修を通じ防止に努めるとと

もに、ハラスメント相談員やハラスメント

問題対応措置検討委員会が問題解決を図る。

ドローンから撮影した金子台の茶畑
（写真提供：㈱アルサ埼玉）

公立中学校

制服一例

細田　智也　議員

制服代等の保護者負担

宣誓制度の今後

大野　勉　議員

茶業振興・子どもの貧

困対策・ハラスメント
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質　問　豪雨災害対策について。⑴国の法

改正、県の河川管理の方針変更は。⑵入間

市地域防災計画は、どの様に改訂されたか。

⑶市民向けの『防災ガイドブック』に、洪

水・土砂災害ハザードマップ付加の経緯は。

副 市 長　⑴流域全体で総合的・多層的な

取組を目的に、9つの法律を一体的に改正。

県はプロジェクトで、川への雨水の集中を

抑える。中小河川も洪水浸水想定に追加へ。

危 機 管 理 監　⑵避難情報・警戒レベルの

運用を踏まえ、避難所運営等を見直した。

⑶平時から確認出来、災害発生時に早期の

避難行動に役立つよう、防災知識として。

質　問　児童センターについて。⑴公共施

設としての将来展望は。⑵当初、生涯学習

施設として創設した意気込みは、現在に残

質　問　学校給食費無償化が全国で広がり

を見せている現状への認識は。

教 育 長　全 国 的 な 広 が り は 認 識 し て い

る。県内で完全無償化は５自治体で補助は

15自治体。無償化は財政面で課題がある。　

質　問　入間市も先進自治体同様に、給食

費の無償化で、支援するときでは。

副 市 長　食材費高騰には、地方創生臨時

交付金を活用し補助した。来年度の補助は

未定。子どもは社会全体で育む観点から給

食費は国が責任を持つべきである。

質　問　駅前側留保地利用計画見直しの

ワークショップでは市民への周知不足が指

摘されていた。市民説明会を開催すべきでは。

企 画 部 長　市民周知は大切である。どの

ように行うかは検討したい。

質　問　ワークショップと並行してサウン

ディング調査を実施中とのこと。市民意見

の反映との整合性はどうなるのか。

企 画 部 長　市民意見を反映させ、市主体

の利用計画を民間活用で整備開発する。

質　問　豊岡第一病院そば（武蔵藤沢第４

号）踏切の拡幅と道路整備は地域住民の長

年の願い。安全・安心のため早期完成を。

都 市 整 備 部 長　令和４年度中の自衛隊側

用地取得に努力する。道路整備後、西武鉄

道等関係機関と協議し進めたい。

っているか。⑶プラネタリウム投影機の補

修等で、資機材の安定的な調達は可能か。

総 務 部 長　⑴令和10・11年度で長寿命化

工事を予定しており、今後も維持管理をし

て行く。市の内外から多くの児童・保護者

が集まり、様々な体験・交流が図られる。

こ ど も 支 援 部 長　⑵科学学習の推進とし

て、市内小学４年生を対象に、プラネタリ

ウム体験を実施。⑶老朽化が進み、中古品

での対応もあるが、一部新機材に切り替え、

今後約10年間は稼動が

可能、と確認出来た。

藤沢地区の水害
（提供　危機管理課）

開館以来35
年の投影機

（提供　青少年課）

安道　佳子　議員

給食費無償化・市民参

加のまちへ・踏切拡幅

流域治水と水害防止策

児童センターの持続性

宮岡　治郎　議員

拡幅整備が急がれる豊岡第一病院そば踏切

と周辺の様子
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一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。

永澤　美恵子　議員

産後ケア事業拡大

不登校特例校誘致

双木　小百合　議員

子育て担い手の集まる

環境づくりの要件

質　問　子どもの養育環境での多機能連携

による子育ての担い手の集まる環境づくり

の要件とは。⑴次世代の育ちの保障の観点

⑵公立・私立保育機能の役割分担と中核的

機能を担う公立保育所の今後⑶多機能・多

職種の担い手との連携と取組み情報の可視

化共有で特徴ある子育て支援の取組の魅力

をどう発信し、子育ての担い手を集めるか。

こ ど も 支 援 部 長　⑴小学校就学前の児童

の教育・保育の需要量の推計に応じた提供

体制を確保するとともに、国が「こども家

庭庁」創設により進める、全国で約182万人

に上る０～５歳の「無園児」の育児困難、親

子孤立、虐待リスク等への対策に柔軟な対

応を図る。⑵公立保育所は障害児、医療的

ケア児、養育困難事例の支援等、配慮の必

要な児童へのセーフティネットの役割を果

たすとともに、地域子育ての中核的機能を

担い、相談機能・子育て支援機能を併せ持

つなど専門家と連携する多機能化が必要と

認識。⑶国立障害者リハビリテーションセ

ンター学院との連携協定締結で入間モデル

を研究しＣＬＭやペアレントトレーニング

を児童発達支援センター、保育現場等で実

践。親に養育スキルを身に付けてもらうこ

とで子どもの行動変容を支援。このような

取組や成果を積極的に情報発信していく。

質　問　公明党は妊娠から巣立ちまでを支

援する「子育て応援トータルプラン」を作

成。今年度から妊娠時への経済的支援と相

談支援がスタートする。子供が4か月未満

の母親が対象の産後ケア事業を1歳未満ま

で拡大し、子育て支援充実を図るべきでは。

こ ど も 支 援 部 長　前向きに検討する。

質　問　新生児訪問後に支援が必要な家庭

を見つけるために、９～ 10か月育児学級に

紙おむつを配布し、参加率100％を目指し

て魅力ある事業にすべきでは。

健 康 推 進 部 長　地域保健師が新生児訪問

の際に心配な家庭を1歳まで支援している。

９～ 10か月育児学級が魅力あるものとなる

よう検討していく。

質　問　コロナ禍で不登校児童生徒が３倍

と増加している。国は、子供に合わせて柔

軟なカリキュラムが組める不登校特例校を

県に１ヶ所以上設置するとしている。社会

的要因で躓
つまず

いてしまった子供たちが歩き出

せるよう入間市への設置を進めるべきでは。

教 育 長　様々な調査研究をしていく。

質　問　雨の日の庁舎玄関では傘を傘袋に

入れるために高齢者や子供連れの方が苦労

されている。プラスチックごみ削減の観点

からも傘のしずく取り器を設置しては。

総 務 部 長　調査し検討していく。

笑顔で育つこども達

（イメージ写真）

弘前市役所に設置されている

「傘のしずく取り器」
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福祉教育常任委員会

「コミュニティ・スクールについて」
「障害者スポーツ振興事業と

ヤングケアラー訪問支援事業について」

　義務教育学校「さつき学園」を事例に、学校協

議会について説明を受けた。協議会は保護者、地

域住民のほか、校長や学識経験者などが委員とな

っており、学校運営に関する基本方針、組織体制、

学校行事・活動、ボランティアの支援体制等、学

校評価などが協議される。

　意見交換会では、コミュニティ・スクール導入は、

コーディネーター

のリーダーシップ

が強いと感じた。

そういった方々の

意見で運営を盛り

上げたい等の意見

があった。

　午前中に障害者スポーツ振興センターを訪問し、

設備や実施される大会など、事業概要の説明を受

けた。午後には市庁舎でヤングケアラー訪問支援

事業の説明を受けた。実現までの経緯や横断的な

部署間の連携、今後の課題などの共有を行った。

　意見交換会では、

障害者スポーツ振興

事業ではインクルー

シブの考えが重要で

あること、ヤングケ

アラー訪問支援事業

では情報の拾い上げ

が課題などの意見が

あった。

11月１日　大阪府守口市／ 11月２日　兵庫県神戸市

佐藤　匡　議員

狭山小学校と宮寺小学校

の統廃合の中止を

質　問　事業計画の進捗状況について。

副 市 長　学 校 統 合 地 区 検 討 会 議 を 設 置

し、地域の方々と統合が地域に及ぼす影響

等について意見交換を進めてきたが、整備

場所が決まってから意見交換をするのが望

ましいということから会議を中断してい

る。事業計画で示している地域の中間地点

に新たな学校の整備場所を確保するための

取り組みを進めている。

質　問　国道16号を渡る危険から児童の命

を守れるのか。

副 市 長　学校統合地区検討会議において

も、主要な課題の一つとして意見交換を重

ねてきた。整備場所の選定を進め、通学路

の検討を進めて行く中で、ハード・ソフト

両面から課題の解決に向けて検討していく。

質　問　狭山小学校と宮寺小学校の統廃合

中止を。

副 市 長　少子化による児童数の減少や施

設の老朽化といった大きな課題に対応する

ことが、将来の学習環境の向上に向け重要

である。統合は計画に基づいた検討の段階。

質　問　国道463号バイパス上藤沢南交差

点に右折信号機の設置を。

市 民 生 活 部 長　宮寺方面市道からの右折

矢印信号機の設置要望も含め、狭山警察署

と連携し早期の設置を強く要望していく。

国道 463号バイパス上藤沢南交差点

常

任

委

員

会

行

政

視

察

報

告

守口市 神戸市

一 般 質 問 ※質問・答弁内容は質問者本人が要約しています。
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総務常任委員会

都市経済常任委員会

「新庁舎整備事業について」

「再生可能エネルギー事業について」

「まつりと市の関わりについて」

「博多駅前道路陥没事故復旧工事について」

　老朽化した６つの

旧庁舎の位置に、新

庁舎を建てた。元の

１棟は、市職員の更

衣室や研修室等に活

用している。重量鉄

骨造り６階建てで、

上から見てＬ字型の構造。道路を隔てた駐車場と

庁舎とを、空中で結ぶ人工地盤を形成し、２階の

福祉関連の窓口への動線を確保しているのが特徴。

　各窓口は、目的の単位ごとに集約されて利便性

を図り、プライバシーが守られ、市民本位の配置

となっている。「親切で丁寧な作りがされている」、

との意見があった。

　祭の名称は『たかさご万灯祭』で、「たかさごま

んとうさい」と発音する。歴史的景観形成地区で

ある高砂町内で、市の魅力発信、観光振興及び歴

史文化の継承を図るとともに、関係する人々の獲

得が目的。

　夕闇から夜にか

けて、ロウソクや

電球の明かりを灯

した光の催しで、

路地裏に幻想的な

空間を演出し、伝

統的な建物をライトアップし、ジャズの演奏とコ

ラボしたり、フリーマーケットや楽市など、鉄道

会社の宣伝も有り、多くの参加者を動員している。

　地下鉄七隈線延伸建設工事における道路陥没事

故により、電気・上下水道・都市ガス・電話等が

寸断された大事故にも関わらず、事故発生後８日

間で仮復旧できた。日常的に行政と企業が情報を

共有し、様々な事故を想定し対応を練り続けてい

る結果とのことであった。入間市でも小規模な陥

没によるライフラインの停止の可能性があるため、

行政と事業者が事

故を想定した連携

と対応訓練、市民

への迅速で適切な

情報発信等の備え

と研修が必要と考

える。

11月16日　大阪府和泉市／ 11月17日　兵庫県高砂市

11月15日〜 11月16日　福岡県福岡市

常

任

委

員

会

行

政

視

察

報

告

和泉市 高砂市

福岡市

　「福岡市地球温暖化対策実行計画」に基づく事業。

廃棄物の約50%を占めるバイオマス活用発電は、

清掃工場での焼却熱利用による蒸気タービン発電

設備で25,000kwを発電、売電もしている。太陽光

発電や蓄電池の導入を推進中であるが、発電容量

が10kw以上の設備導入の減少要因が売電価格低下

や出力制御による事業性低下、新規適地の減少と

のこと。入間市も蓄電池導入促進で地産地消の推

進と市民を巻込

む仕組み、清掃

工場再整備時に

焼却熱利用発電

設備設置が必要

と考える。
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問い合わせ　〒 358-8511……埼玉県入間市豊岡一丁目 16番 1号　（04）2964-1111（ 議会事務局…内線 5112・5113・5114）

入間市インタビュー 市民の声

　50年前にこの地に居を構えた頃、３年〜

４年の間に同年代の人々が家を建て、町に住

民が増え、自治会活動が始まりました。

　生活に、子育てに、追われる日々でしたが

楽しい時代を過ごしました。子供たちはいつ

の間にか巣立ち、定年を迎える頃。

　定年後の人生を皆で楽しく過ごそうと「藤

の実会」を立ち上げました。この会は趣味を

共有する人の集まりで、他の街の行事に参

加協力する事を目的に35年前に発足。現在

100人を超える会員が活動しております。し

かし、高齢化が進み通院会員が増える一方で、

免許返納者が増え、会員相互で病院への送迎

が難しくなり、タクシーで病院に３〜４千円

掛けております。

　病院により自宅まで無料で送迎する所もあ

ります。高齢者が長く運転できるシステムと

通院に少額で行けるようなシステムを行政と

警察でお考えいただくと有難いです。

　入間市博物館アリットのボランティア会

に数年間在籍していました。様々な方と活

動を共にし、ボランティア以外にも貴重で

多様な体験をさせていただきました。

　それがきっかけで博物館内のレストラン

に仕事のご縁を頂き、現在もスタッフの一

人として働いています。

　郷土での活動や仕事で得た経験と、多く

の方との出会いは、自身を入間市の未来を

考える様、方向付けるものとなりました。

　人との繋がりとはどこでどの様に向いて

いくのか、本当にわからないものです。こ

れからも素敵なご縁が繋がるように、自身

が素敵な人でありたいと思っています。

　最近は趣味の手作りが縁で加入した

「IRUMA女子まちづくり研究会」のメンバー

として、「入間市を元気に！」を目標に皆さ

んと活動をしているところです。

　　  荒平　由佳

表紙 /市役所から見える

… 富士山

編集 /議会広報委員会
◎宮岡　治郎　○吉田　賢一

　小出　　亘　　池畠　　司

　大野　　勉　　双木小百合

　細田　智也　　金澤　秀信

　古仲　リカ

発行 /入間市議会

いるま市議会だより

No.201
○２月１６日（木）開会

○２月２２日（水）総括質疑

○２月２４日（金）総括質疑

○２月２７日（月）総務常任委員会

○２月２８日（火）都市経済常任委員会

○３月　１日（水）福祉教育常任委員会

○３月　３日（金）一般質問

○３月　６日（月）一般質問

○３月　７日（火）一般質問

○３月１４日（火）閉会

３月定例会日程案

※日程については、変更する場合もありますので、

　議会事務局へお問い合わせください。

　　　林　孝

インターネットアドレス
http://www.city.iruma.saitama.jp/gikai/
または「入間市議会」で検索

interview1 interview2

ご縁を

　頂いての今。

通院に少額で

行けるシステムを

【野田】【東藤沢】
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